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平
素
よ
り
国
土
交
通
行
政

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
当
事
務
所

が
進
め
る
工
事
や
業
務
に
日

頃
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
に
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
高
い
技
術
力
と
責
任
感

を
発
揮
し
、
事
業
の
推
進
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
河
川
の
流
量
観
測

で
は
、
夜
間
や
出
水
時
の
対

応
、
基
礎
資
料
の
取
り
ま
と

め
、
現
地
で
の
安
全
確
保
な

ど
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
測
量
・
設
計
や
地

質
調
査
で
は
、
現
場
条
件
を

的
確
に
把
握
し
、
発
注
者
や

関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
、
今
後
の
事
業
に
つ
な
が

る
成
果
を
収
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
工
事
に
お
い
て
も
、
城
原

川
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
造

成
や
施
設
更
新
な
ど
で
、
地

元
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
施
工
条
件
の
変
化
に

も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

安
全
管
理
を
徹
底
し
て
無
事

故
で
完
成
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
皆
さ
ま
と
力
を
合

わ
せ
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
と
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
素
よ
り
国
土
交
通
行
政

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
水
防
活
動

な
ど
を
通
じ
、
地
域
の
安
全

・
安
心
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
に
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
皆

さ
ま
は
、
当
事
務
所
発
注
の

工
事
・
業
務
に
お
い
て
、
高

い
専
門
性
と
責
任
感
を
持
っ

て
現
場
条
件
に
的
確
に
対
応

し
、
工
程
管
理
や
関
係
機
関

と
の
調
整
、
創
意
工
夫
な
ど

に
努
め
、
優
れ
た
成
果
を
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
尽

力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
中
、
当
事

務
所
で
は
六
角
川
流
域
水
害

対
策
計
画
に
基
づ
き
、
国
、

県
、
市
町
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
一
体
と
な
っ
て
流
域
治
水

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
建
設
業
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

・
維
持
の
担
い
手
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
「
地
域
の
守
り

手
」
そ
の
も
の
で
す
。
今
後

も
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向

上
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成

を
進
め
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と

力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
安
全

・
安
心
の
確
保
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
日
頃
よ
り

国
土
交
通
行
政
の
円
滑
な
推

進
に
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝

の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
そ

の
ご
功
績
を
た
た
え
る
も
の

で
す
。

　
今
回
は
、
２
０
２
５
年
度

に
完
了
し
た
工
事
・
業
務
の

う
ち
、
特
に
優
秀
な
業
績
を

収
め
ら
れ
た
企
業
や
技
術

者
、
専
門
技
術
の
維
持
・
向

上
を
図
り
、
優
良
工
事
の
施

工
に
貢
献
さ
れ
た
下
請
負
者

の
皆
さ
ま
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　
業
務
部
門
で
は
、
吉
野
ヶ

里
歴
史
公
園
の
園
内
施
設
改

修
に
関
す
る
実
施
設
計
業
務

で
、
専
門
的
な
知
識
を
生
か

し
、
計
画
的
な
工
程
管
理
の

も
と
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
工
事
部

門
で
は
、
園
内
管
理
工
事
で

来
園
者
の
安
全
に
配
慮
し
、

専
門
的
な
知
見
と
高
い
技
術

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、

日
頃
か
ら
技
術
の
研
さ
ん
と

創
意
工
夫
を
重
ね
、
良
好
な

現
場
管
理
、
安
全
管
理
に
努

め
て
お
り
、
他
の
模
範
と
な

る
取
り
組
み
で
す
。
私
ど
も

も
、
よ
り
一
層
、
安
全
で
快

適
な
質
の
高
い
公
園
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

佐賀河川事務所

武雄河川事務所国営海の中道海浜公園事務所

　　国国土土交交通通省省九九州州地地方方整整備備局局のの管管内内各各事事務務所所はは、、22002266年年度度国国土土

交交通通行行政政功功労労表表彰彰のの受受賞賞者者をを選選定定ししたた。。佐佐賀賀県県内内かかららはは、、延延べべ11

33社社・・８８人人がが受受賞賞ししたた。。

　　優優良良施施工工業業者者（（工工事事・・業業務務部部門門））ををははじじめめ、、災災害害復復旧旧等等功功労労者者、、

優優良良施施工工業業者者のの下下請請負負者者、、優優秀秀現現場場代代理理人人・・主主任任（（監監理理））技技術術者者、、

優優秀秀技技術術者者、、優優良良下下請請技技能能者者ななどど、、優優れれたた施施工工やや技技術術力力をを発発揮揮しし、、

社社会会資資本本整整備備やや災災害害対対応応ななどどをを通通じじてて国国土土交交通通行行政政のの推推進進にに貢貢献献

ししたた企企業業、、技技術術者者がが選選ばばれれたた。。

　　事事務務所所別別のの県県内内受受賞賞者者はは▽▽佐佐賀賀国国道道事事務務所所（（５５社社・・４４人人））▽▽佐佐

賀賀河河川川事事務務所所（（３３社社・・１１人人））▽▽武武雄雄河河川川事事務務所所（（２２社社・・１１人人））▽▽

筑筑後後川川河河川川事事務務所所（（１１社社・・１１人人））▽▽有有明明海海沿沿岸岸国国道道事事務務所所（（１１社社

・・１１人人））▽▽海海のの中中道道海海浜浜公公園園事事務務所所（（１１社社））――ととななっったた。。

　　表表彰彰式式をを開開催催ししたた各各事事務務所所でではは、、事事務務所所長長がが受受賞賞者者にに表表彰彰状状をを

手手渡渡しし、、そそのの功功績績ををたたたたええたた。。

　　ななおお、、佐佐賀賀国国道道、、筑筑後後川川河河川川、、有有明明海海沿沿岸岸国国道道のの３３事事務務所所はは、、

熊熊本本県県でで７７月月 日日にに発発生生ししたた地地震震のの影影響響をを受受けけ、、予予定定ししてていいたた表表

彰彰式式をを中中止止ししたた。。

　国土交通省九州地方整備局の管内各事務所は、2026年度国土

交通行政功労表彰の受賞者を選定した。佐賀県内からは、延べ1

3社・８人が受賞した。

　優良施工業者（工事・業務部門）をはじめ、災害復旧等功労者、

優良施工業者の下請負者、優秀現場代理人・主任（監理）技術者、

優秀技術者、優良下請技能者など、優れた施工や技術力を発揮し、

社会資本整備や災害対応などを通じて国土交通行政の推進に貢献

した企業、技術者が選ばれた。

　事務所別の県内受賞者は▽佐賀国道事務所（５社・４人）▽佐

賀河川事務所（３社・１人）▽武雄河川事務所（２社・１人）▽

筑後川河川事務所（１社・１人）▽有明海沿岸国道事務所（１社

・１人）▽海の中道海浜公園事務所（１社）―となった。

　表彰式を開催した各事務所では、事務所長が受賞者に表彰状を

手渡し、その功績をたたえた。

　なお、佐賀国道、筑後川河川、有明海沿岸国道の３事務所は、

熊本県で７月 日に発生した地震の影響を受け、予定していた表

彰式を中止した。


